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構築という視点から､環境経営の必要要件､これ
まで企業にとられてきた環境経営手法､およびこ
れから企業がさらにとるべき行動を示 したもので
ある｡
本論の概要を示せば次の通りである｡第1章で
は､まず､循環型社会と環境経営誕生と概念およ
び背景を考察し､両者の関係を掘り下げることに
する｡第2章では､環境問題が企業に及ぼす影響
と企業経営の変化､および環境問題がもたらす企
業評価基準の変遷を概説し､循環型社会に向けた
企業経営のあり方を考察する｡第3章では､環境
問題へ積極的に対応している模範的な企業を例と
してあげ､一般企業が環境経営を行うにあたって
不可欠だと思われる要件を示す｡第4章では､企
業が循環型社会に向けて､取るべき経営行動につ
いて提言 し､残された今後の課題を検討する｡
以上のように､循環型社会にむけた環境経営を
明らかにすることが本論の目的である｡そして､
将来において環境経営､マーケテイングおよび環
境組織論などの各分野から､より深く研究するこ
とがこれからの研究課題であるように考えている｡
